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■安全への考え方
　JR東日本は会社発足以来、「安全」を経営の最重要課題とし、安全性の向上に取り組んできました。過去の
痛ましい事故から真摯に学び、それを教訓としながら、ソフト・ハードの両面から事故を防止する努力を継続し
ています。

■経営における安全の位置づけ
　「グループ経営ビジョン2020…－挑む－」では、「安全」を「ゆるがぬ決意」と位置づけ、『究極の安全』をめざ
して、①安全設備重点整備計画を引き続き進め、安全上の弱点を補強し、リスクを低減する②安全に対する
教育・訓練の充実を図るとともに、発生した事故・事象を正しく把握・分析し、事故を未然に防止する、というこ
とに取り組んでいくこととしています。

■第5次安全5ヵ年計画「安全ビジョン2013」
　会社発足時から継続して策定・実施してきた中期的な「安全計画」により、安全設備の整備・改良、社員一人
ひとりの安全意識や技能の向上に努めた結果、鉄道運転事故は会社発足時に比べ大幅に減少しました。
　2009年度からの第5次安全5ヵ年計画である「安全ビジョン2013」では、「安全に関する人材育成・体制の
充実」「想定されうるリスク評価による事故の未然防止」を新たな視点として力を入れています。
　引き続き、「お客さまの死傷事故ゼロ、社員（グループ会社・パートナー会社社員を含む）の死亡事故ゼロ」
を目標とし、『究極の安全』に向けて社員一丸となって絶えざる挑戦を続けます。

安全ビジョン2013パンフレット

究極の安全をめざして

■ 安全ビジョン2013全体像

4 本の柱

・JR東日本グループの
安全文化を築こう！

・三現主義を行動基準に！
・原点に戻って
CS運動を進めよう！

お客さまの死傷事故
社員の死亡事故※

（グループ会社・
パートナー会社を含む）

・新たなリスク評価と取り組み
・重大な事故への対策

安全文化の創造安全文化の創造

・安全を担う人づくり
・グループが一体となった安全性の
向上と三大労働災害対策の徹底

・「安全」と「安定」

安全マネジメント体制の再構築安全マネジメント体制の再構築

安全設備重点
整備計画の推進
安全設備重点
整備計画の推進

着実にリスクを
低減させる取り組み
着実にリスクを
低減させる取り組み

0 ・安全に関する人材育成・体制の充実
・想定されうるリスク評価による事故
の未然防止

新たな2つの原点

※年間200件近く発生して
いる社員の障害事故につ
いても低減していく
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■鉄道運転事故の内訳・推移
　2010年度は列車事故が2件、踏切障害事故が36件、鉄道人身障害事故が106件発生しました。踏切で列
車が自動車や人と衝突・接触した踏切障害事故や、お客さまのホーム上での列車との接触、ホームからの転
落や線路内に立ち入ったことにより列車と接触した鉄道人身障害事故が大きな割合を占めています。
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鉄道物損
事故
鉄道人身
障害事故
踏切障害
事故
列車事故

■鉄道物損事故：列車または車両の運転により500万円以上の物損が生じたもの
■鉄道人身障害事故：列車または車両の運転により人が死傷したもの
■踏切障害事故：踏切道において、列車または車両が、通行人や通行車両などと衝突・接触したもの
■列車事故：列車衝突事故、列車脱線事故、列車火災事故

■ 鉄道運転事故の推移


